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はじめに ホール推進機の壁材は、Fig. 1 のよ

うに、高熱伝導率・低熱膨張率など優れた特性

を持つセラミックスの BN(窒化ホウ素)や
Cu(銅)などの材料が利用されてきた。これらの

材料で囲まれた推進機の放電室では、放電時の

Xe＋イオンの衝突による壁損耗が推進機寿命

低下の問題[1-3]となっている。そこで、本研究

では、壁表面の堆積効果を組み込んだスパッタ

収率を基に壁損耗の理論モデルと実験値の対

応を比較検討した。 
シミュレーションモデル 本研究では、スパ

ッタ収率は、材料単体のスパッタ収率の他に不

純物堆積がある場合を考慮した。モデルは文献

[2, 3]を参考にしたが、[2, 3]は堆積を考慮して

いない。ここでは堆積効果を含めたスパッタリ

ング損耗を検討した。 
結果 Xe＋イオンのBNに対するスパッタ収率

は、Fig. 2 のように低エネルギー領域と高エネ

ルギー領域で収率が異なる[4, 5]ため、モデル

では堆積の有無を検討する。Fig. 3 は損耗深さ

xer の実験報告の結果[1]である。放電開始から

時間経過とともに損耗が増大することが分か

る。本研究では、損耗モデルに基づく計算結果

および実験結果の比較検討を行う。損耗の要因

について、従来はスパッタリングの影響だけが

考慮されたが、ここでは新たな要因として電場

とプラズマ成分の電荷を検討した。 
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Fig. 2 Experimental reports for spattering in the case of 
Xe+→ BN (Refs.4-5). 
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Fig. 1 Structure of a cylindrical Hall thruster. 
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